
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

三
．『
龍
野
東
中
学
校
５
つ
の
誓
い
』
の
徹 

底 こ
の
三
つ
を
全
校
生
に
お
願
い
し
て
い
ま 

す
。 

「
二
学
期
ス
タ
ー
ト
！
」 

遠大なる理想 あふるる友情 不屈の闘志 

四
十
二
日
間
の
夏
休
み
、
大
き
な
事
故
が
な

く
過
ご
せ
た
よ
う
で
、
と
り
あ
え
ず
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。
朝
、
校
門
で
立
ち
番
を
し
て
い
る

と
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
生
徒

も
た
く
さ
ん
い
て
、
元
気
な
声
と
明
る
い
笑
顔

が
学
校
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
夏
は
、
酷
暑
の
日
が
大
変
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
最
近
は
朝

夕
に
吹
く
風
の
中
に
、
ほ
ん
の
少
し
秋
の
空
気

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に

か
、
虫
の
声
も
聞
か
れ
始
め
ま
し
た
。 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
拡
大
が
落
ち
着

か
な
い
ま
ま
の
二
学
期
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
一

日
の
始
業
式
は
終
業
式
同
様
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
と
な
り
ま
し
た
。 

本
校
の
夏
休
み
中
の
感
染
状
況
は
、
み
な
し

陽
性
や
職
員
の
感
染
を
含
め
、
約
四
十
名
の
陽

性
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
日
あ
た
り
一
人

の
ペ
ー
ス
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
規
模
な
ク
ラ
ス
タ
ー
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
部
活
動
に
お
い
て
小
規
模
な
が
ら
二

次
感
染
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。 こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
始
業
式

で
は
全
校
生
に
対
し
て
以
下
の
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。 

一
．『
こ
れ
ま
で
同
様
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
の
感
染

拡
大
防
止
に
努
め
る
こ
と
』 

二
．『
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
て
も
、
学
校
行
事

（
修
学
旅
行
・
ト
ラ
イ
や
る
・
校
外
学
習
・
文

化
祭
な
ど
）
が
で
き
れ
ば
、
各
学
級
・
学
年
・

全
校
で
心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
る
こ
と
』 

「

こ

と

の

は
」

龍東だより

［

発

行

者
］

龍

野

東

中

学

校

　

校

長

　

日

下

博

文

「
リ
ー
ン
、
リ
ー
ン
、
リ
ー
ン
」
鳴
き

声
が
細
か
く
鈴
を
振
る
よ
う
だ
と
い
う

の
で
鈴
虫
と
名
付
け
ら
れ
た
ス
ズ
ム

シ
。
コ
オ
ロ
ギ
は
「
チ
リ
ッ
、
チ
リ
ッ
、

チ
リ
ッ
」
、
マ
ツ
ム
シ
は
「
チ
ッ
、
チ
リ

リ
ッ
（
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
）
」 

日
本
で
は
、
古
く
か
ら
虫
の
鳴
き
声

を
詩
や
歌
に
し
、
声
に
耳
を
傾
け
る
文

化
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
蝉
や
ひ

ぐ
ら
し
の
声
か
ら
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
表
現
し
、
「
あ
れ
松
虫
が
鳴
い
て
い

る
」
で
は
じ
ま
る
童
謡 

『
虫
の
こ
え
』
は
明
治 

時
代
か
ら
小
学
校
低
学 

年
で
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。 

欧
米
で
は
虫
の
鳴
き 

声
を
聞
い
た
り
、
詩
や 

歌
に
し
た
り
す
る
こ
と 

は
ほ
と
ん
ど
無
い
そ
う 

で
す
。
こ
の
理
由
を
調 

べ
て
み
る
と
、
欧
米
の 

言
語
で
表
現
す
る
こ
と 

が
難
し
い
こ
と
や
、
虫 

の
鳴
き
声
を
、
主
に
右 

耳
で
聞
き
、
左
側
の
脳 

（
左
脳
）
で
処
理
す
る
人
か
、
主
に
左
耳

で
聞
き
、
右
脳
で
処
理
す
る
人
か
の
違

い
が
あ
る
そ
う
で
、
主
に
右
脳
で
処
理 

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

選
挙
の
結
果
、
写
真
の
兵
庫
菅
公
株
式
会
社

（K
A

N
K

O

）
さ
ん
に
制
作
し
て
い
た
だ
い
た
学

生
服
案
を
採
用
す
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
現
在
、
ボ
タ
ン
や
校
章
を
含
め
た
細
部
・
ブ

レ
ザ
ー
の
下
に
着
る
服
・
夏
服
の
ス
タ
イ
ル
な
ど

を
生
徒
会
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
検
討
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
十
月
に
は
、
完
成
品
を
本
校
と
校

区
の
小
学
校
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。 

新
制
服
デ
ザ
イ
ン
案
決
定
！ 

 

 

こ
の
夏
休
み
に
は
、
自
分
な
り
に
い
ろ
い
ろ
と

計
画
を
た
て
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
に
濃
厚
接
触

が
あ
っ
た
た
め
、
自
主
的
に
外
出
を
控
え
計
画
の

大
半
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
内
の

の
感
染
状
況
も
よ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
こ
の
二
学
期
に
は
、
実
り
の
秋
に
ふ

さ
わ
し
く
修
学
旅
行
や
校
外
学
習
・
ト
ラ
イ
や
る

ウ
ィ
ー
ク
・
文
化
祭
な
ど
多
く
の
学
校
行
事
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

の
方
々
と
相
談
・
協
議
を
し
、
ま
た
、
校
外
に
出

る
と
き
は
立
ち
寄
り
先
の
意
向
な
ど
も
確
認
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現

段
階
で
は
、
こ
れ
ら
の
生
徒
に
関
わ
る
活
動
に
つ

い
て
は
全
て
実
施
の
方
向
で
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
状
況
等
鑑
み
、
十
一
月

に
予
定
を
し
て
お
り
ま
た
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
』
は

中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
今
年
度
の
学
校
の
重
点
項
目
に
あ
げ
て

お
り
ま
す
『
地
域
や
保
護
者
の
方
々
へ
の
学
校
開

放
』
は
、
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
慎
重
に
判
断
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

二
学
期
の
活
動
（
行
事
等
）
に
つ
い
て 

第３１号（９月号） 

令和４年９月５日 

七
月
に
行
い
ま

し
た
制
服
改
定
総

選
挙
で
は
、
本
校
生

徒
・
職
員
に
加
え
、

保
護
者
の
方
々
や

小
学
六
年
生
、
六
年

生

の

保

護

者

の

方
々
な
ど
約
千
二

百
名
の
方
に
投
票

を 

「
ス
ズ
ム
シ
（
鈴
虫
・
涼
む
し
）
」 

す
る
人
に
は
、
虫
の
鳴
き
声

は
雑
音
と
し
て
聞
こ
え
や

す
い
そ
う
で
す
。 

私
に
は
秋
の
近
づ
き
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
声
も
、

高
校
生
の
娘
に
は
雑
音
に

聞
こ
え
て
い
る
ら
し
く
、
ス

ズ
ム
シ
が
鳴
き
始
め
る
と

「
家
の
中
で
、
ゴ
キ
ブ
リ
を

飼
う
の
を
や
め
て
ッ
！
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

み
な
さ
ん
は
、
虫
の
鳴
き

声
を
左
右
ど
ち
ら
の
脳
で

聞
い
て
い
ま
す
か
。 

  

校長室前で飼育中 

部名 団体結果

ソフトボール部 2回戦敗退

バレーボール部女子 １回戦敗退

バスケットボール部男子 １回戦敗退

ソフトテニス部男子

卓球部女子

陸上部

水泳部

サッカー部 第３位

他の大会も含め、裏面に詳しく掲載しております。

山口拓都　走り高跳び２位で近畿大会出場　

小林恭也　背泳ぎで近畿大会出場　１００ｍ４位　２００ｍ２位

令和４年度　兵庫県中学校夏期総合体育大会（７月26日～30日）

個人結果

３ペアともに惜敗

個人戦２回戦惜敗



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会日 部活名など 大会名など 結果 個人及び団体名

男子　50m自由形 １位 小林　恭也

女子　50m平泳ぎ １位（大会新） 玉越　凪紗

男子　50m平泳ぎ ２位 内海　創太

男子　50m背泳ぎ １位（大会新） 小林　恭也

女子　50mバタフライ １位 石原　咲葵

女子 100m個人メドレー １位 白井　沙季

男子　100m個人メドレー １位 瀬尾　隆晟

女子　100m自由形 ２位 森本　賀帆

女子　100m自由形 ３位 白井　沙季

女子　100m平泳ぎ １位（大会新） 玉越　凪紗

女子　100m平泳ぎ ２位 石原　咲葵

男子　100m平泳ぎ ２位 内海　創太

男子　100mバタフライ １位 瀬尾　隆晟

女子　200m個人メドレー ２位 森本　賀帆

7月26日 水泳部
第６６回兵庫県中学校総合体育大会

第７３回兵庫県中学校選手権水泳競技大会　男子200m背泳ぎ
２位 小林　恭也

7月30日 吹奏楽部 第６９回兵庫県吹奏楽コンクール西播地区大会 銀賞 吹奏楽部

8月2日 執行部 第20回たつの市生徒会サミット 優秀賞 令和4年度生徒会執行部

8月6日 水泳部
第７１回近畿中学校総合体育大会

第７４回近畿中学校選手権水泳競技大会　男子200m背泳ぎ
２位 小林　恭也

8月11日 男子ソフトテニス部 加東西脇近隣地区ソフトテニス研修大会 3位 留田　悠矢

8月20日 女子バスケットボール部 令和4年度たつの市協会大会 優秀選手賞 伊森　和奏

3年男子　100m背泳ぎ １位 小林　恭也

1年男子　50m自由形 ３位 小林　巧武

3年女子　100m平泳ぎ ３位 玉越　凪紗

3年女子　200m個人メドレー ７位 森本　賀帆

8月25日 男子バスケットボール部 令和4年度たつの市協会大会 優秀選手賞 片山　樹

第32回西播地区中学校新人陸上競技大会　 1年生男子100m 1位 苔縄　劉太

第32回西播地区中学校新人陸上競技大会　 1年生男子100m 3位 河田　龍之介

第32回西播地区中学校新人陸上競技大会　 ２年生女子800m 1位 玉越　路琉

第32回西播地区中学校新人陸上競技大会　 1,2年生男子4×100mR 3位
髙田 烈希・苔縄 劉太・

河田　龍之介・赤路 瑛斗

8月27日 男子バレーボール部 第13回西播地区中学校新人強化大会 3位

男子団体総合 ２位

男子　50m自由形 １位 小林　巧武

男子　100m自由形 ２位 小林　巧武

男子　400m自由形 ２位 瀬尾　隆晟

男子　200m平泳ぎ ２位 内海　創太

男子　100mバタフライ ２位 中村　俊介

男子　100m背泳ぎ １位 小田　悠力

男子　200m個人メドレー ２位 小田　悠力

第34回ひまわりカップソフトテニス大会　団体戦 準優勝

第35回ひまわりカップソフトテニス大会　個人戦 3位 小宅肇・留田悠矢ペア

男子ソフトテニス部

水泳部

陸上部8月26日

8月29日

8月29日

第１７回たつの市民体育大会　水泳競技

第34回揖龍中学校新人水泳競技大会

第58回兵庫県中学校新人水泳競技大会

水泳部

8月23日

8月22日

水泳部7月24日

 


